
過 当競争か ら共生へ

今年 も余す ところあ とわず

か となったが(2002年12月 執

筆)､振 り返 ってみ ると食品業

界 の不 祥事 が､昨 年 に続 き本

年 も随分 と多 い年 で あ っ た｡

近年､何 故 この様な不 詳事件

が多発 した のか､そ の背景 に

は何があるのか､同 じ食品に携わる者として自戒を含

め考えてみたい｡

現代社会が生み出した恐ろしいBSE問 題､草 食性

の牛に肉骨粉を与え効率の良い肉製造機を作って し

まった｡生産技術の向上とは言え､自 然の摂理 に背 く

行為は素直に受け入れ難い｡又､本 来国民の生命 と安

全を守る行政の対応の悪さと怠慢 さが､この問題の早

期解決を困難にしてしまった｡しかしここで言いたい

事は.この社会的不幸を逆手にとって買上げ金詐欺を

した企業が優良会社 も含め何社 もあったことだ｡企業

の倫理もモラル もあったものではない｡利益第一主義

である｡

無許可添加物 を使用 した香料 を長期間欺いて製造

販売 してきたメーカーの罪 も重い｡販売先で他香料に

混ぜ られ､それが又原料となって転売されていく中で

様々の食品に使用されていったわけだが､その影響と

損害は計 り知れない｡我々の企業間取 り引きはお互い

の善意を前提として成 り立っている｡その信頼関係を

壊した社会的コス トも多大である｡

その後も輸入野菜か ら残留農薬が検出されたり､農

産物に無許可の農薬が使われていた事件があったが､

消費者(お客様)の健康を考えない感覚は､儲けの為な

ら何でもやると言われても仕方があるまい｡他にも産

地詐称や不 当表示､消 費期 限切れな ど不祥事 は枚挙 に

い とまがな い｡

この様 にお客様 第一 と言 いなが ら逆行す ることを し

て しま うのは何故だろ うか｡企 業モ ラルが低 い､消 費者

の 目が厳 しくな ってきた､法 規制が遅れて いる､輸 入原

料 への対応が遅れて いる､等 々が考 え られ るが一番 の

背景は豊:かで食べ物が あ り余 っている成熟社会だ と言

うことだ(そ の証 拠 には､年 間廃棄 され る食品残渣が

1,500万tと も2,000万tと も言われて いる)｡物 余 りは当

然過 当競争 を招 く｡過 当競争か らは利益が出ない｡出 な

ければ不 当や違法 な誘惑 にか られ る｡

かつては競争の 中か ら繁栄 が もた らされて きた｡過

当競 争 もあ ったが､市 場 が拡大 してい るうちは吸収 さ

れ共倒れ にはな らなか った｡し か し人 口は増えず､老 齢

化 で食 も細 くな り､カ ロリー過多が気 にな り､な によ り

も無駄な浪費を しない風潮は これ以上の市場拡大 には

つ なが らない｡つ ま り成熟 してきている｡モ ー レッに売

上 を伸ばす 時代ではな い｡一 時 的には伸 びて も必ず 反

動が ある｡

これ か らは秩序立 った時代､そ のキーワー ドは過 当

競争か ら共生へ､拡 大か ら持続 へ､浪 費か ら堅実消費へ､

ス ピー ドア ップか らス ローへ な どであろ う｡こ れ らは

全て地球環境 を守 り､持続 してい く価値観で もある｡又､

本来の人の道で もある｡


